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日本 に お け る ゴ ン チ ャ ロ ー
フ の 受容に つ い て

一 翻訳 ・研究史概観一

沢 　 　田　 　和 　　彦

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　は じ め に

　 ゴ ン チ ャ pa　 一 フ と い う名を 耳に す る時 ， あ る人は 怠惰 な オ ブ ロ ーモ フ を 想起

し ， また あ る人は 二 葉亭四 迷に 影響を 及ぼ した P シ ア 作家 を 思い 浮か べ るだ ろ

う。 また ， 幕末の 長崎を 訪れ て 日本並び に 口本人 を生け るが 如 く描 き出 した 旅

行者を挙 げる人 もい よ う。
シ カ ゴ 大 学 の ロ シ ア 文学 研究者M ．エ ー一ア （Ehre）

に よ る ど ある ア メ リカ の 喜劇役者 は オ ブ ロ ー一モ フ の 名を 挙げて 話相手 が ゴ ン

チ ャ P 一
フ と答 え るか 否か で そ の 知的 レ ベ ル を推 し量 る と言い ， また 英国学士

院の 文学関係 の 著名な会員の 一
人 は ，

ゴ ン チ ャ ロ ー フ が 『オ ブ ロ
ー

モ フ 』 を書

い た の か ， オ ブ ロ ーモ フ が 『ゴ ン チ ャ P 一
フ 』 を書い た の か ， 永年記憶す る こ

とが で きなか っ た と漏 ら した とい うω
。

ゴ ン チ ャ P 一
フ が我 国 の 文学 と社会生

活に 及 ぼ した 影響 力 は， 米英 の 如 き低次元 に と どま る もの で は な く， 日本に お

け る ゴ ン チ ャ 卩
一

フ 受容の 歴史を振 り返 る こ とは ， 決 して 無意味な こ とで は な

い と筆者は 考 え る
。

　こ の テ ー一一　“9 は 大別 し て 次 の 三 点に 要約す る こ とが で きる 。

　1．　 ゴ ン チ ャ ロ ー
フ の 作品 の 翻訳並 び に 研究 （紹介） 史 。

　2．　 ゴ ン チ ャ ロ ー
フ と二 葉亭の 関連 ， 及び こ れ に 関す る研究史。

　3． 『フ リゲ ー
ト艦 パ ル ラ ダ号』 （1858） の 口本関係の 個所 が 明治以来繰 り返

　　 し邦訳 され ， 日露交渉史 の 貴重な史料 と な っ て きた こ と 。

紙 幅 の 都合上 ， こ こ で は 第
一

点に 限定 して 論ず る こ とに す る｛2｝
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　筆者の 知 る 限 り，
ゴ ン チ ャ ロ

ー
フ （イ ヴ ァ ン ・ ア レ ク サ ン ド P ヴ ィ チ ， 1812

− 91） を最初 に 邦訳 した の は 二 葉亭四 迷 で あ る 。 翻訳 は二 種類あ るが ， 厳密に

言 っ て い ずれが先 に な された か は不 明 で あ る 。

　
一

つ は 『オ ブ P 一モ フ 』 （1859） の 部分 訳 で あ る
。

これ は 同小 説第一 編第九

章 の 「オ ブ ロ ー モ フ の 夢」 の
一 部を訳 出 した も の で ，「お ひ た ち 」 とい う表題
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で 訳者の 死後 『文章世 界 』大 正 2年 3 月号に 掲載され た 。 訳丈 に 先立 つ 記者の

付 記 に よ る と ， 二 葉亭が 訳 しか け て そ の まま公刊 しなか っ た 草稿が森田思軒の

遺族の 許で 発見 され た とい う。 執筆時期は 「あひ N“き」 を公け に した 頃 とい う

か ら， 明治21年 7 − 8 月頃の こ と となろ うか 。 岩波版九 巻本 『二 葉亭四 迷全集』

第四 巻解説に は ， 明治21， 2 年頃か とあ る 。
い ずれ に しろ 明治21， 2 年 と言 え

ば 1888， 9年 ， 即 ち ゴ ン チ ャ 卩
一

フ が まだ存命中の こ と で あ っ て
，

こ の 点で

も二 葉亭が 卩 シ ア 文学紹介 の 上 で 果 した 先駆的役割が うか が え る 。 「お ひ た ち」

は 未定稿 と い う｛3）
。 それ は 二 葉亭の 前書きに

， オ ブ ロ ー
モ フ が シ ュ ト リツ に 自

己 の 生活 の 理想を 語る場面 を次 に 訳 して み せ よ うとあ るに もか か わ らず ， それ

が果 され なか っ た こ とか ら も知 られ る 。 固有名詞 の 表記や 解釈 に 一
，

二 誤 りが

あ る ［4）とは い え ， 全体 と して 正 確な ， 口語体 の 翻訳 で あ る 。

　 もう
一

つ は 手記 「くち 葉集ひ とか ごめ 」 中の 『断崖』 （1869） の 部 分 訳 で あ

る
。 それ は 「崩れ 岸二 冊 日cr！−一一‘章反 訳一1 と題 され た 個所 で ， 第三 編第一 章 冒頭

を交 語 調で 訳 した もの で あ る 。
こ こ で は 主 人公 ラ ー イ ス キ イ の ， 自由主 義漸進

論 者 と して の 世界観が述べ られ て い る 。 同 じ く 「くち 葉集 ひ とか ごめ 」 の 次 の

個所 も， 重 松泰 雄 氏の 指摘の 如 ぐ5｝
，
『断崖』 か らの 試訳で あ る

。

　　 「さる に て も信子 は 如何 に した りけ ん ， 今は か し こ に 霞む村 の 中に を るな

　 らん ， ア ・ 薄情な り， 木強な り ， か くまで に 思ふ 我を 棄て X
， そ X ろ あ るき

　 を す る とは 如何 に ， 否 ≧ さ い ふ は 我か 僻言な り， 落花心 有れ と も流水情な し ，

　我 よ り心 を くり糸 の か た お もひ なれ ばそ の 筈 な り， それ を うらむ は 道理 に あ

　らず ， 恨む ま し恨む へ か らす と心 の うち に 思ひ つ 丶 1苛ほ た X つ み て 悄然 た り，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 くっ れ ぎ し

　　徠子期 （徽）は 斷岸の 上 に 膝に 顋 を の せ て か し らを抱 えて 坐 した る ま X 死

　 した る人 の 如 くに て
一

ト時は か りを過 した り， 滿身總 て 失望 と な りた り， 信

　子 の た め その 身の た め に い ふ に い は れ ぬ くる しみ を耐 え忍 ひ た る も今は し も

　 水の 泡 とな りた り しや ，

　　兩人の もの は共 に そ の 敵の ま さ しきを知 れ り， され と も心 の 中に て は 愚か

　に も， 馬克 は 信 子 の 折 れ ん こ とを 望み信 子 は 馬生 の 譲 らん こ とを望め り（6）
， 」

それ ぞれ 第四 編第八 章 ， 第十 三 章 冒頭 ， 第十二 草か ら部分訳を行 な っ た もの で

ある 。 但 し第一
の 訳 は 意訳 で あ る 。 また 「信子 の 今の 心 賦は ， 人 の

一
生 の うち

に て も至 て 困難 な る 時な る は 間 は て も知 る き事 なが ら， 如何や うに 困難な るや

は ， 間 へ とい は ね ば さ らに わ か らず ， 頼 也 さ らに望む こ とな し ，

…
」 に 始 まる

個所 7｝も， 重松 氏に よ る と ，
『断崖』 第三 編後半か 第 四 編前半に 依拠 して い る と

い う。
ラ ーイ ス キ イ を 「頼也」， 「徠子徽 （期）」， ヴ ェ

ー ラ を 「信子」，
マ ル ク
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を 「馬克」， 「馬生」 と した と こ ろ な ど ，
い か に も二 葉亭 ら しい と言 え よ う。 た

だ こ の あた りは 厳密に 言 っ て ， 半ば翻訳 ， 半ば二 葉亭 自身 の 創作 で もあ る 。

「くち葉集 ひ とか ごめ 」 の 序に 「明治ニ
ー

年八 月七 日也」 とあ るの で ，
これ ら

の 試訳 は 同年 8 −− 9 月に な され た と い うこ とに な ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　周知 の 如 く，
ゴ ソ チ ャ ロ

ー
フ は プ チ ャ

ーチ ン 提督の 秘書官と して 1853− 54年

（嘉永 6年一 安政元年）長崎に 来航 し ， その 名は 川路聖 謨の 『長崎 日記』や 古

賀謹一 郎 の r西便 日記』， そ の 他の 古文書に 霽き留め られ て い る〔8］が ，
こ れを除

けば彼の 名が 最初 に 言及 され る の は ， 管見に よれば ， 明治22年の こ とで ある 。

同年 4 月22 日発行 の 『国 民之友』 所載の 論文 1言論の 不 自由と文学 の 発達」 の

中で
，

ゴ ン チ ャ ロ
ー

フ は トル ス トイ ， ツ ル ゲ ーネ フ と共 に 「奇特絶偉なる 小説

家（釧」 と評 され て い る 。

　明治26年 ， 桑原謙蔵 は 「露西亜 最近文学 の 評論」 を 5 回 に 亙 っ て 『早 稲田文

学』 に 連載 し ，
ゴ ン チ ャ ロ

ー
フ

， トル ス トイ ， トル ス トイ の 作中人物の 開題 ，

ドス トエ フ ス キ イ ，
ツ ル ゲ ーネ フ に っ い て 論 じた （10）

。 　今 日に お い て もま と ま っ

た ゴ ン チ ャ P 一 フ 論の 数 は 些細な もの で あ る の に ， こ の 時点で こ の よ うな論文

が執筆 された こ とに 驚嘆せ ざる を えな い
。 桑原は 前置 きで

， 木 論文は チ ュ イ コ

の 説 に 基 き諸 大家や 白分 の 意見 を も交えた もの だ と断わ っ て い るが ，
こ の 「チ

ュ イ コ の 説」 とは ， 出典は 記 され て い な い が ， 明 らか に 次 の 論文 の こ とで ある 。

　qy薫Ko 　B．　B．　PyccKH負 poMaH　H　ero 　3HaqeHze （OKoHtlaHHe）・− HoBb・ Cn6 ・，

　1885
，
T ．2

，

　NP　8，
　c ．642−651 （ゴ ン チ ャ ロ ー フ に つ い て は c ・643−645）・

しか も第一
， 三 ， 四 回は ほ ぼ全面的に こ の 論交に 依拠 して い る 。 以下 ， そ の ゴ

ン チ ャ P 一 フ 論を原文 を 補い つ つ 略 述す る 。

　まず桑原 に よ る と ，
ゴ ン チ ャ ロ

ー
フ の 第一 の 特徴は 「觀察力の 宏大無邊」 な

と こ ろ で あ り， そ の 作 品に は r哲學上 の 理 論に 基 きて 人生 を 保合組成 し全編 を

一
貫 して 普通譬喩的の 觀念の 運行せ る」 （

“

＿Φmoco ΦCK 曲 CHHTe3 冫KH31m
，　KO

−

Topblli 　B　I4cKyccTBe 　otleHb 　qacTo 　nepexonHT 　B　llpocTylo 　aLlneFOPHqHOcTb 。
”｛111F）

性質が ある 。 桑原は 『平凡物語』 （／847）の 主人公 とそ の 叔父 を 評 し て 「決 し

て 斯 くの 如 く整成 し斯 くの 如 く
一 方に 偏季跳せ る状態は 此祉界に 生 存 す る 事 な

し」 と述べ
，

こ の 二 人は 「人間の 性質 の 模範或 は 通 性に 非ず」（
“

＿ He　mnbI
”
（12｝）

と して い る 。 次 い で 論者は 「遅 ま きな が ら」 （1879）一 『断崖』 の 不 評 に 対 し ゴ

ン チ ャ P 一
フ が そ の 意図 と理 念や ，長編三 部作の 内的関連を説い た 論文一 か ら
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　『平凡物語』の 甥 ， 叔 父 と 『断 崖』 の 祖母に つ い て 述べ た 個所 を引用 して
， 作

者 は 「… 哲學を 規矩 とせ る想像力に て 鍛錬せ る抽象的の 布延 を其全 小説 に も其
一

編 こ も其一 小段Utに も應用 せ ん 」 と し た （
“

＿ a6 ・Tp ・KTHbIe ・6・
’

・ ・1、，HHfi
，

° ”eH ・ ・6・B ・1・m ・lec・ H・ OPH」1・C・Φ・KyK ） MeuT ・Te ，・bll・・Tb
，

・H ・Tp ・M ・・Cfi

npenCTaBHTb 　 M　 BO 　BCex 　 cBOLIx　poMaHax，　B　o6iUeM 　H　B　gacTHocTfix ．
”

圖）， と

書い て い る 。 桑原 に よれ ば ， 「… ゴ ン チ ャ ロ ー
フ は …入生の 一

模 型 を 彫製 し」

（
“

…FoHqaPoB　IIPHxOJZvaT … 1〈　c｝IMBo ・nel3aILMH．
”

） よ うと した の で あ り， そ の 創

作方法は 「模型主 義譬喩主義」 （
“

CHMBO 刪 3a胆 H　H　aJI．”eFOPHfi
”

に4D と要約 され

て い る 。

　 こ の 論文 は 難解 で ， チ ュ イ コ の 原文を参照せ ず に は 論 旨の 把握は 殆 ん ど不 可
　 　 　 　 　 　 　 　 テ ル　ミ

’
y

能 と言 っ て よい
。 術語の 訳語に 問題 が あ り， また 誤訳 個所が 少なか らず存在す

る。 中に は 直接論 旨に 関わ る個所 もあ っ た 。 例 えば，
“

HenocpencTBeHHoe 　Ha ’

6・TII ・f［eHHe
”

は 「剛 妾の 觀察力」，

“

∂T・
− Ta ・Ke　Onbra

，
　T 。．，。K 。　ulecTI （」CeC。Tblx

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　ロ　　　　

1
”
o

，1［OB ．
”

は 「是れ オ リ ガ と全 く同質同性の 人物に して 只 六 十年の 星霜の 經遏せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　■　　　e 　　　　’　　　e 　　　■　　　　　　　　　　　　　ロ

？よ り一1と訳 され て お り，

“

BMecTo ＞1〈HBoro 　o6pa3a ”

に 至 っ て は
“

BMecTe
”

と混 同 して 「衣第に 其形状 の 活氣 を増す と共 に
1：列 　とな っ て い る 。 また 上 述 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ　 　 の 　 　　り

如 くこ の 評論は ゴ ン チ ャ P 一
フ の 創作方法 を批 判的に 検討 し， そ の 形象 の 典型

性を否定す る とい う，一 般的な ゴ ン チ ャ P 一
フ 観 とは 逆の 趣旨の もの で あ るか

ら， こ の 見解 に異 議を唱 え る人 も少 な くな い で あろ う。

　私見 に よれ ば
，

こ の 論文の 最大 の 価値は 「遅 まきなが ら」 か ら引用が な され
て い る点に あ る。 それ は ， 例 えば ， 三 部作 は 一

時代か ら次 の 時代へ の 移行期 の

それ ぞれ 三 局両を 描い た もの で ， 『平凡物語』 は そ の 第一
の 時期，『オ ブ 卩 一モ

フ 』 は 第二 の 〈眠 り〉 の 時期 ， 斷 崖』 1謝 三 の く 覚醒 〉 の 時期を表現 し た も

の で あ る こ と， 或い は 三 部作の ヒ ロ イ ン
， ナ

ーヂ ェ ン カ ， オ リ ガ
， ヴ に

一
ラ は

言わ ば同一
人物 で あ っ て ， そ の 行動の 差異 は 各人が属す る時代そ の もの の 差 異

で あ る とい うこ と ， な どの 指摘で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　明治時代 ゴ ン チ ャ P 一
フ 受容 の 点 で ， 二 葉亭に 勝 る とも劣 らぬ 役割を 果 した

の が 嵯峨 の 屋 お む ろ （本名矢崎鎮四郎） で ある 。

　嵯峨 の 屋が探美生 とい う筆名 で 明治27年 「
’
オ ブ 卩

一
モ フ の 夢 」 の 部 分訳を 発

表 しだ 16） こ とは あ ま り知 られ て い な い
。 発表年で は ， これ が 『オ ブ 1・ 一

モ フ 』

の 最初 の 邦訳 とい うこ とに な る。 翻訳部分は 二 葉亭 の 「お ひ た ち ．」 と重 複 し，
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長 さ は その 半分以 下 ， 途中一 個所 省略 が あ る。
「で す」，「ます」 調の 平 易な文

体 で ， 読み や す い 訳文 とな っ て い る 。 訳者 は そ の 前書 きで 「文章軌範」 よ り訳

した と書い て い るが ，
こ れ は 当時 「フ ィ P 一 ノ ブ 氏露国文章軌範」 と呼 ばれた

下 記ア ン ソ 卩 ジ ー
の こ と と筆者 は 考 え る 。

　Φ剛 oHoB 　A ．（cocT ．）　PyccKafl　xpHc ’
roMaTnfi 　c　rlpllMeqaHHfiMH ・Anfi　BblclHHx

　KnaccoB 　cpe 皿HHx 　yqe6Hblx　3aBe71eHHtt ．　q ．1．　H3皿・5−e ・CH6 ・・ rJla3yHoB・

　 1875．

そ の 論拠 と して は 次 の 三 点を挙げた い
。

　1． 矢崎鎮四郎在学 当時 の 東京外 国語学校 の 図書館に こ の ア ン ソ P ジ ーが 所

　　蔵 され て い て ， 露語科第四 ， 五 学年 の 「文 法」， i修辞 」， 「文学 史」 の 時間

　　の 教科書 と して 使用 され て い た こ ど 1了）
。

2． 明治 21年 3 ・ 4E （？）と22年冬頃 ，
二 葉亭が 嵯峨の 屋 碗 て た 二 通 の 書

　　簡に それ ぞれ 「衆而 恩借致居候露國文 章 軌 範 中 よ り r學術 と美術 との 差

　　別 』 と題す る論交 を 國民之友投書 可致積 に て 既 に 飜譯仕 り候 ゆえ …」， 「恩

　　借 の 貴稿 吝嗇家之肚 露瞰 章軌範井に ＋全法話 ・ 嶼 に 桑原力 まて 差 出置候

　　問…〔ISU　とあ り，
こ の 時期二 葉亭が 嵯峨 の 屋か ら こ の ア ン ソ P ジ ーを借用

　　 し て い た こ と叩 〕
，

つ ま り嵯峨の 屋が こ の ア ン ソ ロ ジ ーを所有 して い た こ と

　　が 分 る。 但 し ， そ れが 元 来嵯峨 の 屋 の 所有 に な る もの か ， 或い は 彼は 明治

　　19年頃 ， 東京商業学校 （外国語学校 を改廃統合） の 書籍室に 矢野校 長の 許

　　可を 得て 出入 りして い た Lo）とい うか ら ， そ の 折 り持ち 出 した もの か は 定か

　　 で ない
。

　 3． 嵯蛾の 屋訳に 該当す る個所が こ の ア ン ソ ロ ジ ーに 含 まれ て い る こ と 。

　　rオ ブ ロ ウ モ フ の 幼時」 は 翌 28年加 筆訂正 され て 『家庭雑誌』に 掲載 され た 。

訂 正 は 二 段組み 5頁 で 約30個所 に 上 る 。 句読 点 ， て に を は ， 漢字 の 変更等が 大

部分 を 占め るが ， よ り こ なれ た 明確な 訳語に 改め られ た 個所 もある 。

一 例 の み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e 　　 　o　　　o 　　 　e

挙げる と ，

　　「家根 の 中央 を 板葺 に し た 所 の 朽て ， や さ し さ うな青苔 の 生 て 居 る ， 」（初訳）

　　「灘 の 縷 を穩 に した の 講 て 藻
ら

か さ う諾 懇の 塞礁 る
，d・（改訳）

　　（
“

＿ cce ・u ・efi　 Ha　cepellmle 　nepeBflllHoti　1〈P・・ L／leli
・
　Ha 　 l〈・T°poH　P°c　 He ’

　 冫KHbI 苴　3eJlellblfi　MOX ，
．，，

，

つ

ま た 初訳で 「もう稻小屋の 方 へ 飛ん で 往 ます よ」，「い た づ ら計 し て は 居 ま せ

ん よ 。 」等 と 「よ」 が 多用 され て い た の に 対 し ， 改訳 の 方 で は こ れが 一 部取 り

除か れ て 読み や す くな っ て い る 。 後者は 嵯峨の 屋 の 第二 創 作 集 『文の 庫』 （明
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29）に 収 め られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　4

　明治30年 『新小説』に 発表 された 嵯峨 の 屋の 『通例人の
一 生』は ， 草野柴二

「十九 世紀露西 亜文学概観」の 指掛
1：1 の 如 く， 『平凡物語』 の 翻案小説で ある 。

最初 に こ の 小説 の 梗概を述べ て お こ う○

　 『通例人の 一生』 の 主人公は ， 信州諏訪の 近在に 住む豪農の
一人息子 田村義

明で あ る 。 『平凡 物語』 の ア レ ク サ ン ドル 同様 ， 彼は 下男下女に 取 り巻 か れ 母

に 慈 しまれて 「お 坊様」 に 育 っ た 。 成人後は 「文学」 に 打ち 込み ， 地 方新聞に

詩を 投書 して 得意満面 に な っ て い た 。 24ueの 時 ， 義明は 学問 を修め 大詩人に な

らん と して 上京を決意す る
。 そ の 東京 に は叔 父 の 田村武 左衛 門が い た 。

こ れ は

ピ ョ
ー

トル 叔 父 と同 じ く若い 頃 故 郷を飛 出 して 無一文か ら財産を築 き上 げ ， 今

で は築地 に大 製造場を 経営す る人物で ある
。 彼は 主人公 とは 対照 的 に現実的 ，

散夊 的な人 間 と して 描 か れ て お り， 詩 人志望の 義 明 に対 して 金儲 けの 意義 を 説

き， 「生 きた 事業」 を しろ と勧め る。 『平凡物語』 同様 ，
こ こ か ら甥 と叔父 の 衝

突 ， そ して 甥 の 幻滅の パ タ
ー

ン が始 ま る訳 で あ る 。 義明は 詩人の 望み を断た れ ，

や む な く叔父 の 会社に 勤め 始め た
。

ア レ ク サ ン ドル が ナ ーヂ ェ ン カ に 熱 中 した

如 く， 義 明 は新橋の 芸者小 志ん に 熱を上 げるが ， や が て 騙 され て い た こ とに 気

づ く。
つ くづ く東京が厭 に な っ た 主 人公 は故郷に 帰 っ て 行 くが ， そ こ で も彼 の

醜態は続 き， 心 配 した 肉親は彼に 妻を 迎 え る こ と と した 。 それか ら5 ，
6 年後 ，

義 明が 妻 f を伴な っ て 上 京 し， 年取 っ た叔父夫婦 と再会 して 昔話 に 時を移す 場

面 で 物語 は 終 る 。

　以上 よ り明 らか に 『通例人 の 一 生』 は 『平凡物語』 の 翻案で ある 。 もち ろん

両作品の 相異点 も少なか らず存在す る 。 例 えば ， 女性解放問題を体現す る ナ ー

ヂ ェ ン カ に 比 して ， 小志ん が主人公を 惑 わ す芸者 以上 の 何者で もな い こ と ， ア

レ ク サ ン ドル と違 っ て 義 明 は最終的 に叔 父 の 道 を 歩 ま なか っ た こ と等 ， 枚挙に

い と まが な い
。 も う一

つ 異な る点 は ，
ア レ ク サ ン ドル の 場合 と違 っ て ， 第一

回

で 義 明の 「幼時 の 家庭 と教育」 が 詳細 こ 描 き出 され て い る こ とで ある
。 そ し て

注 口すべ ぎ こ とに ， こ の 第一 回 は 明 らか に 「オ ブ n 一 モ フ の 夢」 の 情景 を 明治

の 日本に 移 し換えた もの な の で ある 。 嵯峨の 屋 自身訳 出 した 個所 を含め て ， オ

ブ ロ ーモ フ カ の 朝 ， 両親の 監督ぶ り， 食事の 間題 ， 全 員
一

斉の 昼 寝 ， 主 人公 の

腕 白ぶ り ， タベ の 場面が 置 き換 え られ て い る 。 そ して 小学 校 ， 尋常 中学校 で の

義 明の 我儘 ぶ りと県内 の 塾 に 入 っ た い きさつ が 「夢」 を踏 ま えて 語 られ る 。
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例 の み 挙 げる と次の 通 りで あ る
。

　 　 　 こ の と ttr　う　 ば　　　さ い ぜ ん　　　　 こ　の 　tr．　　 め 　　　さ め 　　　　 ま
’y 　　 ゐ　　　　　　　　　ふ う　　　　　　　　　　　め　 L

　 「…此時乳母 は 最前か ら此兒 の 目の 覺 る を 待 て 居 た とい ふ 風 で ， お やお 目々

　 　 さ め 　　　　　　　か 　　　 い 　　　　　ち よ び ら　　　　　　 さ まヰ 　　あ ま　　　　　　　　 あめ 　　ご c

　が 覺ま した 歟 と言ふ を序開 きに ， 種 々 の 甘やか しを雨 の 如 くふ りか け ， さ も
　 　 　 お　し げ　　だ むおこ　　　　　　 だ き　　　　　　　　 ほ s つ げ　　　　　　　　　　　　　　　い ふ く　　　き　　　か え　　　　か ほ

　 い と惜 氣に 抱 起 して ， 抱 しめ て ， 頬附 を して ， やが て 衣服 を着せ 替て ， 貌を
　 あ ら　　　　　　 か み 　　　　　　　　　　　そ h 　 こ ど も　　　　　　　　　　 ま ち どほ 　　　　　　　　　 す嚢

　洗 は せ て ， 頭髮を か い て や る ， 其を小皃は うる さ X うに 待遠が りな が ら， 濟
　 　 い な　　す く

’と　　　　　 ふ 　ぽ 　　　もと

　 や 否や直飛 ん で 父 母 の 元 へ ゆ き，

…  」 （『通 例人 の
一 生』）

　 　 う ば 　 　 　 P う 　 　 こ の C 　 め 　 さ ま 　 　 　 ま っ 　 ゐ 　 　 　 　 　その らち 　 め 　 さ ま

　 「乳母は も う疾か ら此子 の 目を覺す の を 待て 居 ま し た 。 其 中に 目を覺 した の

　 　 　 く っ た 　び 　 　 の ば 　 　 　 は が 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 とこ ろ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ し

　 で ， 靴足袋 を 延 して 穿せ や うと しま した 。 所が もうい た づ ら な ， 足をばた
　 　 　 　 　 　 　 ゐ　　　　　　　　　　　　 つ か ま　　　　　　　　　　　　　　それ 　　　　　　　　つ か ま　　　　　　　　　　　　か ほ

　 く とさせ て 居 て ， な か ノ ＼ 捕へ させ ませ ん 。 其を や ツ と捕 へ ま した が ， 顔
　 　 み あは 　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　ふ た 　り　 　 Ssも しろ　　 　　　　 わ ら　　　　　　　 　　　　か あい

　 を 見合せ て お ほ く く と二 人 は 面白 さ うに 笑ひ ま した 。 可愛 ら しい こ と。

　 た 　び　　　は か 　　お は 　　　　　　　う　 ば 　　　　　　　　　　　　　　　お ニ　　　　 か ほ　　あ ら　　　　　　　　 か み

　 足袋を 穿せ 終 る と ， 乳母 は や ツ とか N へ 起 し ， 顔 を 洗 っ た り， 髪を か い た り
　 　 　 　 　 　 　 tよ L 　　と こ 6

　 して や ツ て ， 母 の 所へ つ れ て ゆ きます ，

…胸 （「オ ブ 卩 ウ モ フ の 幼時」）

従 っ て 厳密 に 言えば ， 『通例人 の
一v・

生 』 は 『平 凡物語』 と 「オ ブ P 一 モ フ の 夢」

双 方の 翻案小説 とい うこ とに な る 。
こ の 作品 は 二 ヵ 月後に 逍遙 ， 鴎外 の 序を得

て 単行本 で 出版 され た とい う。

　 こ の 小説発表時の 反 響は ， しか しなが ら ， 芳 し い もの で は なか っ た 。 次 の よ

うな ， 当時評壇 に 君 臨 し て い た 『め さ ま し草』所載 「雲中語」 を 引用すれ ば充

分で あろ う。
「…嵯峨 の 屋の 作は 高足駄 の 如 し

。 初 は 時 k 手柄あ りしが ， や が

て 身の 丈 ひ く≧ な りて ， 朴齒の 下駄に も劣 る や うな り， 今は 日光下 駄に もあな

ど らる k や うな りしこ そ悲 しけれ 。 此篇 の 如 きは鼻緒の ゆ るみ た る もの とい ふ

べ しav
。 」

　明治40年代 に 入 っ て ゴ ン チ ャ ロ ー フ の 言及数は 急激に 増大す る 。 明治期 に お

け る ， 上 記以外 の 翻訳 ， 主要紹介文献 と して
， 昇曙夢訳 「雷雨 」zae， 若杉三 郎訳

r熱 き恋」岡
， 「近代三 十六 文豪　 ゴ ン チ ァ ロ ッ フ 」 

，　 タ ーナ ー著　永代静雄訳

「ゴ ン チ ヤ ロ フ の 三 大傑作」
es を挙げて お く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

　大 正 6 年 ， 山内封介が 初め て 『オ ブ ロ
ー

モ フ 』を完訳 した 。 序は 彼の 師昇曙夢

が 書い て い る 。
これ は 崗期的 な仕事 で あ っ て ， 例 え ば後 に 中村武羅夫 と宇野浩

二 が ， 大 正 5 年頃 『オ ブ ロ
ーモ フ 』が大評判で オ ブ ロ ー モ フ 主 義が 流行 っ た と述

懐 して い る翻 の は ，
こ の 翻訳 を念頭 に 置い た もの と思わ れ る

。 同訳 は 昭和 7 −

8年文庫本 と して 再 刊 され た が ， こ れ は 殆 ん ど根本的に 改訳 した もの で ある 。
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　山 内の 功績 は こ れ に と どま らな い
。 彼は 論文 「オ ブ ロ

ー モ フ 主義に 就 て Bel」

（大 6 ）を執筆 し
， また 「P シ ア 文学史』 （昭 2）， 『世界夊学講座 9 露西亜 文

学篇』 （共 著 ， 昭 5 ）で ゴ ン チ ャ ロ ー フ に つ い て 比 較的詳細 に 論 じて い る。

　『ロ シ ア 交学史』 の rti で 山内は こ の 作家 の 特徴を ， 「客觀性が豊富な こ と と，

觀察が 深刻 な こ とと， 廣 い 範圍 に於 ける典 型的人物 を描か うとす る 努力［SU」 と

規定 して い る 。 彼 は ツ ル ゲ ー ネ フ と ゴ ン チ ャ ロ ー
フ の 類似点 と して 「多 くの 人

の 共通點を捉へ て ， 人格化さ れた 祉會相を 描い て ゐ る」 点 ， 「寫實的 な極 く緻

密 な客觀 的描 寫法」，「悲劇的運命的人生觀」を 挙げ ， 逆 に ツ ル ゲ ー ネ フ が 「往

々 に し て客觀を 無視 して 主 觀内 に 駈け込む の に 反 し ，
ゴ ン チ ャ P フ の 方は こ の

冷靜 と緻密 と客観性 とを 決 して 描寫 の 上 か ら失 は な い 。
剛」と述べ る 。 山内に よ

る と ，
ル ーヂ ン もオ ブ P 一

モ フ も 「理 想に 燃 えなが らそ の 理 想を 實現す る意志

の 力を 有た な い 『餘 り者』 〔
“

ulHIIIHHB 　HeJIOBeK
” 一

引用 者〕 の 典型」 で あ り，

「理想 と現實 ， 精刷1と物質と の 間に 板挾み に なっ て ゐ る人間で ある 。剛 こ の よ

うに 山内の 論は こ の 時点 と し て高 レ ベ ル の もの と言 え よ う。

　『世界丈学講座 9 露西亜 丈学篇』 に っ い て は ， 重複を避け るた め
一 点の み 紹

介す る と ，
ゴ ン チ ャ ロ ー フ の 特徴た る 典 型 的人 物 の 描 写 は ， 彼が 「『綜合』

〔
“

CHHTe3
’L 引用 者〕の 才能Bal」 に た けて い た こ とを證す る もの だ と い う指摘が

あ る。
こ れ は こ の 作家の 創作 の 本質を 解 明 した ， 注 目すべ き発言 で あ る。 何 と

なれば ， 筆者 もこ の く統合 〉 を ゴ ン チ ャ ロ
ー

フ 文学 の 成否を握 る鍵 と考 え るか

らで あ っ て ， こ の 点が 成功 した 場合に は ，
ベ リ ン ス キ イ が 『平凡物語』を称揚

して 述べ た 如 く， 「他 の 人 な ら十冊の 中編小説に もな るべ き事 が ， 彼に あ っ て

は 一つ の 額縁 に 納 ま っ て い る 押 」 とい うこ とに な り， 逆に こ れ が 達せ られ ぬ 時

は ，『断崖』 の 執筆 の 如 く遅 々 と し て 進 まず完成 まで 20年を要す る こ と に な る ，

そ の 大 きな原因の
一

つ とな っ た か らで あ る 。

大正 期 と して は 他に ， 夏 日道男訳 「運命 の 転変」岡 ， 菊池仁康訳 「幼時 の オ ブ

Pt　 一 モ フ 」｛SU， 八 杉貞利訳 「無限 の 苦悩」圏 等 の 翻訳 が あ る暁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6

　昭和 に 入 っ て井上満氏が ゴ ン チ ャ ロ ー
フ の 三 長編小説 の 全訳 と旅行記 の 部分

訳 ， そ して 三 論文の 翻訳を 成 し遂 げた 。
こ れ は ゴ ン チ ャ ロ

ー フ 受容上 ， 極 め て

有意義な仕事で あ る
。

　井上訳 『文芸評論集』 （昭23）に は 「千万 の 苛責」， 「ベ リ ン ス キ ー
の 人 と な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ママ）
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りに つ い て の 覚書」 （1880）， 「お そ蒔きなが ら」が 収め られ て い る 。 「百 万 の 苛

責」 は グ リボ エ ー ド ブ の 『知恵の 悲 しみ 』 を論 じた もの で ， 独特 の チ ャ
ー ツ キ

イ ，
ソ ー フ ィ ヤ 観 に よ っ て ， 先 行批評に 対 し立 派 に一 家言を 吐 い た 評論で ある 。

また ベ リ ン ス キ イ論 は ， 人 と物へ の 激 しい 熱中や誠実で 真 っ す ぐな性格 とい う，

人聞的側面か らこ の 批評家を述懐 した 貴重 な圓想記で あ る 。 他 な らぬ こ れ ら三

論 文を選 ん だ とこ ろ に ， 訳者の ゴ ン チ ャ P 一 フ 理 解の 深さを読み と りた い
。

　井上 氏は 『断崖』 （昭24− 27）第 五 編末尾に 30頁に 及ぶ 「あ とが き」 を付 し ，

作者 の 生 涯 と こ の 作品に つ い て 詳述 して い る。 管見に よれば
， 氏に は ゴ ン チ ャ

卩
一

フ に 関す る まと ま っ た研 究 書 ， 研 究論文は な く 
， それ 故解説 の 類に 注 意

を払 わ な けれ ば な らな い が ， こ の 伝記 は こ の 時点 まで で 最 も詳 し く正 確な もの

で あ り，
『断崖』論は 現在に 至 る まで も最 も詳細を極め た もの と 言 え る 。 そ し

て こ の 「あ とが き」 は 内容 か ら見 て 明 らか に ソ ビエ トの 代表的な ゴ ン チ ャ ロ
ー

フ 研究書 ，
1」曲 T 澗 HA ．　F．

，
　M ．　A．　FoHqapoB．　M ．

，
　AHGCCP

，
1950

，
492　c ．に 依

拠 して い る こ とを指摘 して お く。 『平凡物語』 （昭27− 28） の 解説 も同様で ある 。

従 っ て 井上 氏の 今
一

つ の 功績 と して
， 当時 と して 最新の

，
ソ ビ エ 1・の 代表的研

究を紹介 した 点 を付け加 えね ば な らない 。 『オ ブ ロ
ーモ フ 』 （昭34） の 解説半 ば

に して 逝去 され た の は 惜 し まれ て あま りある 。 氏は これ らの 訳業を全集に まと

め る希望 を持 っ て い た が ， それ は 果 され ずに 終 っ た 。

　昭和期で は 他 に 米川 正 夫訳 『オ ブ 卩
一モ フ 』 （昭22− 23， 改訂版 　昭51）， 各

文学史の ゴ ン チ ャ ロ ー
フ の 項   の 他 ， 木村彰

一 「解説　ゴ ン チ ャ ロ フ 鯛 ， 直野

敦 「ゴ ン チ ャ ロ フ の 小説 『断崖』 と ア ン テ ィ
・ ニ ヒ リズ ム 絢 　を 挙 げて お く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　7

　最後に ゴ ン チ ャ ロ ー フ 批評の 受容 に つ い て 触れ て お か ね ばな らない 。
ベ リ ン

ス キ イ 「1847年の ロ シ ア 文学概観鯛 （1848）， ドブ ロ リ ュ
ー ボ ブ 「オ ブ ロ

ー
モ

フ シ チ ナ とは 何か ？」 （1859），
メ レ シ ュ コ ー フ ス キ イ 『永遠 の 伴侶』 （1897），

ク ロ ポ トキ ン 『rn シ ア 文学 の 理想 と現実』 （1905）等が そ の 代裹的な も の で あ

る 。

　まず ドブ P リ ュ
ーボ フ の 論文が 初め て 邦訳 され た の は ， 筆者の 知る 限 り， 明

治42年馬場孤蝶が 「オ ブ ロ モ ウイ ズ ム 」 と題 して 訳 出 した 三 頁弱 の 断片訳 as で

ある 。 但 しそ の 内容 は 以 前か ら紹介 され て い て ， 例 えば二 葉亭は 前記 「お ひ た

ち」 の 前書 きで こ の 批評 家の 名を 挙 げ ， 「露西亜 夊学談」 （明39） で は そ の 論 旨
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を 詳述 して い る。
こ の 論文の 完訳 は ， 筆者の 知る限 り， 昭和18年金子幸彦氏に

よ る もの で ある Q

　 『永遠の 伴侶』 所収の ゴ ン チ ャ ロ ー フ 論は ， 大正 7年舟木重信 に よ っ て 全訳

された e6）
。

こ れ は Ewige　Gefahrten．　Ubers．　von 　A．　Eliasberg．か らの 重訳

で あ る
。

ロ シ ア 語か らの 翻訳 は ， 昭和15年 の 中山省三 郎訳 まで 待 た ね ばな らな

い
。

こ の 評論の 特色は ， 時代の 交代期 に は ど っ ち つ か ず の ， 不 完全 な ， 分烈 し

た 性格が 現れ ， 新時代に 属す る理 性 ，信念と ， 旧時代の もの た る本能 ， 気性 の

闘争の 犠牲者が 三 部作 の 主人公達で あ る とい う考察 ， 或 い は ゴ ン チ ャ ロ ー フ は

く 過去 の 詩 〉 を 理解 し ， オ ブ ロ ーモ フ シ チ ナ ， 農奴制度 と共に 純潔で 自由な生

活を過去に 於 て 見出 した とい う考察に あ り， ある 意味で ドブ P リ ュ
ー ボ ブ と対

極を なす論 と言 え る
。

　 『ロ シ ア 夊学 の 理 想 と現実』 は 大正 9年馬場孤蝶， 森下岩太郎 ， 佐藤緑葉 の

三 者に よ っ て 完訳 され た  
。　ク ロ ポ トキ ン は オ ブ ロ ー モ フ シ チ ナ の 普遍性を 強

調 し ， そ れ は 両大陸及び 全地 球上 に 存在す る と述べ て い る。

　 メ レ シ ュ コ ー フ ス キ イ の 論は ， 例 えば井 筒 俊 彦 『P シ ア 的人間』 （昭28， 再

版 昭53）に ， また ク ロ ポ トキ ン の 論 は 中島孤 島 「オ ブ P 一モ ブ イ ズ ム 鯛 や

前記山内封介の 論述中に そ の 反 映を見出す こ とが で きる 。 しか しなが ら， 明治

か ら今 日 に 至 る まで ゴ ン チ ャ ロ ー
フ 論の 変遷を辿 っ て み る と t や は り ドブ ロ リ

ュ
ー ボ フ の 評論が我 国 で も生要 な ゴ ン チ ャ ロ ー フ 観を形成 して きた と言わ ざる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ い か い し

を えな い
。 その 例 と して 明治期 の 西海枝静 「露 国文学 と農民 （続）  」， 戦後の

中村融 「ゴ ン チ ヤ ロ フ の オ ブ O 一モ フ 剛 ， 近年の もの と して 桜木新吾 「イ ・ ア 。

ゴ ン チ ャ ロ フ の 『オ ブ P 一 モ フ 』 に つ い て 6ab」 を挙げれ ば充分 で あ ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　8

　以上 ，
ゴ ン チ ャ ロ

ー
フ 受容史 を概観 して きた が ， こ の 作家が我 国の 夊学 と社

会生活に 及ぼ した影響力が ， トル ス トイ ， ドス 1・エ フ ス キ イ の 比 で ない こ とは

言 を俟 た ず， また 序で 述べ た よ うに
， 本 テ ー マ は 他 の 二 点 と共 に 総合 的に 考察

さ れな けれ ば な らない 。 従 っ て 結論を 急 ぐこ とは 差 し控 え ， 今回 の 作業 を通 し

て筆者が 感 じた 点 を一 点挙 げる に と どめ た い 。 それ は ， 日本に お ける ゴ ン チ ャ

ロ
ー

フ の 受容が 明治20年代初頭 に 始 ま り，40年代に 入 っ て 隆盛を見，大 正 初期

に
一

つ の ピー
ク を迎え る とい う，

ロ シ ア 文学受容 の 大勢に ほ ぼ順応 した形 で 行

わ れ た の で は な い か ， と い うこ とで あ る 。 但 し ， 受 容 の 初期の 段 階 に お い て ，

大 陸経 由の 重 訳 よ りも ， む し ろ主 と して 二 葉亭や 嵯峨 の 屋 とい う旧外語 の 出身
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者に よ っ て
， 直接 ロ シ ア 語か らな された と い う点に

， 筆者は
一

大特色を見 出す

もの で あ る 。

資料収集に 際 し，檜山 邦祐， 久野 公両 氏 よ り貴重な文献を拝借 し ま した 。

註〔1） M ．Ehre．　Oblomov 　and 　his　creator 。　The 　life　and 　art 　of　 Ivan　 Goneharov ．

　　princeton　university 　press ，　Princeton， 1973，　p．　vii．

　（2） 第二 点 に つ い て ぽ 拙稿 「ゴ ソ チ ャ ロ
ー フ と 二 葉亭 」（『比 較 文 学年誌』 17　昭56 ・

　　 3　 早 稲 田大 学 比 較文 学 研究窒 ）を 参照 さ れ た い
。

　（3） 『二 葉亭 全集』第 四 巻 　「凡例」　 2 頁　大 2 ・7　 東京朝 日新 聞発 行所 。

　（4） 「イ ーリ ヤ ，イ ー一リ イ チ 」 （九 巻木 『二 葉亭四 迷全 集』 第 四 巻　308 ， 309：貞）は 力

　　点上か ら言 えば 1イ リ ヤ ー ・イ リ ィ ーチ 」。 「ア ン チ
ー プ （馬の 名）二 （311頁） とあ

　　る は 誤 り で ， こ れ は 下 男の 名 。 従 っ て 「…此 珍 ら し い 化石 を 噛 砕 く 。 」 （314頁） の

　　 も 「馬．
’

で は な く こ の 下 男 で あ る 。

　（5） 「『浮 雲』 と ゴ ン チ ャ T・ フ の 諸 作 品二　『文 学論 輯』 5　18− 21頁 　昭 33 ・3　九 州

　　大 学分 校 内文学研 究会 。

　（6） 『二 葉亭 四 迷全集』 第六 巻 　25− 26頁　昭 40 ・2 。

　（7） 前掲書 　24頁 。

　（8） そ れ ぞれ 『大 日本 占文 書　幕 末 外嗣 関係文 書附録 之
一

』　36，42
， 55，64頁 ，

244

　　− 245頁　大 2 ・2　東京 帝国大 学 文 科大学 史料 編 纂 掛 ， 『幕 末外 岡関係文 霽之三 』

　　317，　320，　332、　545− 546 ，　549− 550 ，　554− 556 、　558 ，　560，　563頁　　　iYI　44
。
　7 ，

　　『幕 末外 国 関 係 文 書 之 匹1』　58頁　明 45 ・2 。

　（9） 『国民之 友』 4 − 48　 4 頁 　民友社。

　  　柳富子 「『早稲 田 文 学』 と 卩 シ ヤ 文 学一．
ロ シ ヤ 文学 移入 研 究 ノ

…
ト
ー

」（『比 較文

　　学 年誌』 6　昭 45 ・3 ）参照 の こ と 。

　（li！ そ れ ぞ れ 『早 稲 EH文学』 1 − 31　 2 頁　明26 ・1　 東 京専 門学 校 ；前掲 チ ュ イ コ

　　 の 論文 C．643．

　  　前掲桑 原論文 　 4 頁 ；TaM 冫Ke ，　c．643．

　  前掲 論 文 　6 頁 ；TaM ＞Ke ，
　 c．644．

　  前掲論交 　8
，
9 頁 ；TaM 　N〈e ，

　 c．645．

　  　Tall 冫Ke ，
　c．643

，
645 ；前 掲論文　 2 ，7 − 8 頁 。 傍点 は 引用者 。

　  　厂オ ブ P ウ モ フ の 幼時」　『し か らみ 草 紙』 55　 1 − 6 頁　 明 27 ・4　 し が ら み

　 　 社 。

　  　北 岡誠 司 「『小説 総論』 材源考一二 葉亭 と ベ リ ン ス キ
ー一

」　『口本文学 研 究 資 料

　　叢書　坪 内逍遙 ・二 葉亭 四 迷』所 収　174頁 　昭 54 ・8　有精堂 。

　  　『二 葉亭 四迷全集』 第七 巻 　163， 391頁 　昭 40 ・3 。

　  　杉 ll奇俊夫 「嵯峨 の 屋 お む ろ 序説 」 （「日 本文学 論考』 所収 　昭 45 ・12　桜楓社 ） の

　　註 4 参照。
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  　嵯 峨 の 屋 おむ ろ 「文 学 者 と し て の 前 半生」 『明治文 学全 集 17　二 葉 亭四 迷 ・嵯峨

　 の 屋 お む ろ集』 所収　372頁 　昭 46 ・11　筑摩 書房 。

（21） 『夊 章 1迂界 』 3 − 6 臨 時増于1∫　226頁 　U月41 ・5 　ゴ専文 食自。

伽　『新 小説』 2 − 8　 4 頁 　明 30 ・7　 春陽堂 。

  　『文 の 庫』　113頁 　明 29 ・10　春陽堂 。

  　『め さ ま し草』 21　14… 15頁 　明 30 ・9　 め さ ま し 社 。

（25　『使 命』 37　15− 17 買　りfl　35 ・1　 使命社 。

  　『近 代文 学 訳 註叢書』 第一編　13− 39頁　明42 ・7　 新 潮 祉 。 英語 版 ア ソ ソ ロ ジ

　
ー

よ り 『平 凡 物語』 第二 編第三 章 を 部分訳 し た もの
。

勧 　『文章世 界』 3 − 6 臨時 増 刊　11− 17頁　明 41 ・5 。 数 多 くの 誤 りが あ る 。

鰺 　『早稲 田 文 学』 2 − 42 　53− 60頁 　明 42 ・5　早 稲 田 文学 社 。 原典 は Turner　C・

　E．　The 　rnodern 　novelists 　of 　Russia．　Oxford．　London ，
　TrUbner 　and 　Co

，
1890．

  対 談 「ロ シ ヤ 文学 と 日本文壇 と の 関 係 」 『新 潮』 32− 9175 頁 昭 10 ・9 新

　 潮 社 。

  　『新糊」 26．…3　 122− −125頁　大 6 ・3
。

（31） 『ロ シ ア 文 学史』　126頁 　昭 2 。1　 金星 堂 。

  　前掲 轡　132−− 133頁 。

碑 　前渇 書　 136， 138頁 。

  　『世界 文学 講座 9　 露西 亜 文学篇 』　355頁 　昭 5 ・4 　 漸潮社 Q

鱒　「遅 ま ぎ な が ら」 よ り引用 。
レ1．A ．　FoHqapoB ，

　Co6p ．　cou ．　B　BocbM ｝I　ToMax ，　M ．
，

　 Foc．maTH3 ！1aT，
　T ，　VIII，

　 c．80，
1955．

鯛 『露西 亜 評論』 2 −− 4 　 153− 167頁 　大 8 ・4 　進 文 館 。 原 題
“ 1
’
lpeBpa”rHocTb

　cyAb6hl
”

（1892），
ゴ ソ チ ャ L・ 一 フ の 絶筆で あ る

。

鋤 　『露西 亜 二 十一人集』　231− 242頁　大 11 ・1　 善交 社 。

鱒　『ロ シ ヤ 文学』 20　2 − 6 頁 　大 13 ・7　三 田 書房 。 未完 。 原題
“ MHnboH 　TeP −

　 3aHH 員
”
。　（1872）o

  　他 に 相馬泰三 訳 『オ ブ ロ
ーモ フ 』，梅 田 寛訳 『旧 時代 の 下 僕達』 が あ る と い うが

，

　 筆者未 見 。

  　『折蛾 　井上 満　遺稿 と追 想』 （昭 38 ・5　 井上 満遺稿 集 ・追悼録刊 行 委 員会） の

　「ゴ ソ チ ャ 卩 フ 研究 」は 各 翻訳 の 解説 を ま と め た も の
。 近 し い 人 々 に よ る 氏 の 追想

　 は 筆者 に と っ て 貴重 だ っ た
。

（4D 例 え ば
， 尾 瀬敬止 『ロ シ ヤ 文 学 史』　118− 128頁 　昭 22 ・12 　日本 科 学 社，昇曙

　 夢 『ロ シ ヤ ・ソ ヴ ェ ト 夊学 史』　192− 204頁 　昭 30 ・9 　河出書房 （復刻版 　昭 51・

　 2　 恒 文社）， ス ロ
ー ニ ム 著　神西 清 ・池 田健 太郎訳 『ロ シ ア 交 学 史』　177− 187頁

　 昭 32 ・10　新 潮社 （改訂版　昭 51 ・5 ），木村 彰一編 『ロ シ ァ ・ソ ビ ニ ト文 学』　184

　 − 195頁 　昭 36 ・7　 毎 日新 聞社，岡沢秀虎 『ロ シ ャ 十 九 世 紀文学 史』 上巻 　505−

　 510頁 　昭 46 ・9 ，下 巻 　156− 173頁 　昭 51 ・3 　 早稲 田 大学 出版翻 。

  　『世 界文 学大系 30　 ゴ ソ チ ャ
ロ フ ・レ ス コ フ 』　472− 476頁 　昭 34 ・10　筑 摩書房 。

  　『一橋論叢』 62− 5 　 115− 121 頁 　昭 44 ・11　
一

橋 大 学
一橋学 会一橋論 叢編集所 。
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  　除村 吉太郎訳 『ベ リ γ ス キ ー選集』⇔所収 　昭23 ・6　弘文 堂 （後に 『1・ シ ヤ 文

　　学評 論集 皿』 と 題 し て 岩 波文庫 に 収 録　昭 26 ・3 ）。

  　『ス バ ル 』 1 ・．．一一1　 114− 116頁 　 明 42 ・1　 鳧 発行 所 。 原典は Wiener 　 L・An −

　thology 　of　Russian　literature　from　the　earliest 　period　 to　the 　 present　 time ，

　 vQL 　2．　New 　York ＿London
，
　 G ．　P ．

1Putnam
，
1903．

  『露酉 亜 評論』 1 − − 8 　131−．．−157頁 大 7 ・10
。

（40　こ れ 以 前 に 内 田 魯庵 訳 「露西 亜 文 学 研 究 の 栗」 （『学鐙』 9 − 12　15− 17頁 　明

　38 ・12　丸善）， 田中 純訳 『露西 亜 文 芸 の 主 潮』 （大 6 ・2　 春 陽堂 ） と い っ た
：

部分

　　訳 が あ る が
，

い ず れ も ゴ ソ チ 1・P 一
フ 論 は 含 ま れ て い な い

。
な お 大正 9 年訳 は 原書

　初 版 よ 1）　， 以 後 の 新居 絡訳 （昭 3）， 伊藤整訳 （昭 14）等は 第二 版 よ りな され た 。

dq

 

Φ

⇒

嘩

臼

 
辰
》

『新 小 説 』 14− 5　 205 ＝ 一一209．頁 　明 42・5 。

『・帝国文 学』 3 − 12− 36　62− 64頁 　明 30 ・12　帝国 文学会 。

『青年文 化』 3 − 2　 60−一・『64頁 　昭 23 ・3　 創 生 社 。

『神戸外 大論 叢』 24− 2　 73− 91頁 　昭 48 ・7　 神戸 市外 国語大学 研究所
。

1
”
OHtlaPOB 　B　HnOHHM

0630p　HcTopHli 　 HepeBo 八a　M 　vacc ・aeAoBaHHH

KaA3yxm 〈o　CABA 八A

　　　rlPo6JleMaTHKy ‘‘FollqapoB　B 月noHHH
”

Mo 冫KHo 　pa3AenHTb　Ha 　cJle以yK）ulMe 　TPH

TeMb 【：

　　　1・ HepeBo 双bl　H　vacc．aeAoBaHHA 　npoH3Be 」leHHVI 　nHcaTe 朋 ，

　　　2・ TBopgecKHe 　c 跚 H ΦyTa6a噛 cr 。HqapoBblM 　H レ【cc 」正eAoBaHHfi 　o　HHx ・

　　　3・　NepeBoAbl　 PJuaB 　 M3
‘‘

ΦperaTa　fianJIa江a
”

，　 Kaca 正oliiHxC ，I　 flnoHHIi，　 KoToPble

　　　　HocJ1y ＞KHrm 　HcToqH レ置KaMH 　AJIH　H3yqeHHs ｛　｝王cTopHH 　cHouleHHh 　Me 冫K八y　只Ho 輔

　　　　 HHe 苴　H 　PQCCHe 負．

Bnpe 五aaraeMo 負 cTaTbe 　Mbl 　cTaBHM 　cBoe 益 He 源 bK 〕 pacKpblTMe　nepBo 煎 TeMb 匸・

　　　HepBHM 　 I
．
πepeBo 八qm くoM 　 FoIlqapoBa　Ha 　 HfioHcl くH 黄 fi3bllく 6bl．u　 XacgPaBa　 Ta 玖y

−

HocyK3 ・ H3BecTHblil 　 no
、

Tl
　 rlceB

，loHHMoM ΦyTa6aTgii　CHM3員・　npH6∬H3HTe 恥 Ho 　 B

1888Po 双y　oH 　rlepeBeJ 【 oTpblBoK 　H3
‘‘CHa　O6JIoMoBa

”

Ho 江 3arLlaBHeM 　
‘‘

∬eTcTBo
”

（
‘‘0 員TaTH

”
）， 1くoTopbfi 　6Lm 　ony6 π｝II〈oBaH 　B　1913　Po 双y　nocJle 　ero 　cMepTH ・ B1888

ro 双y　ΦyTa6aT3員　e〔賦e　clle．qan 　qacTHqHhl 且　nepeBoA 　
‘‘06pl・IBa

”

　B　cBoe 螽　nepBo 且

KHH 冫KKe ‘‘KyTH6a ”

　（
‘‘KyTH6acK） xHToKaroMo

”
）・

　　　E［Mfl　roHqaPoBa 　6bMo 　 B ロ epBb 【e　 ynoMflHyTo，
｝lacKOtlbl ｛O エlaM 　H3BecTHo ，　B　cTa −

Tbe
‘‘OI「paHMqeHHe 　cBo60 及bl　cπoBa 　H　pa3BvaTIIe　nHTepaTypbl

”
　（

‘T ∂HpoH 　Ho 　Φy一

双3MEo 　To 　6yHraKy　Ho 　xaTTa ！ly
”

， 1889），　a　B　1893　ro 双y　IくyBa6apa　KsH双30 　06cTo −

fiTenbHo 　pa306pa．i　TBopqecTBo 　roHgapoBa 　B 　cBoe 角　cTaTbe 　
‘‘KpzTHHecKHth　o630p
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HoBe}"I-eta  pyccKol"j nHTepaTyphl"  ("Poclia cavaI<HH  6yHraKy Ho  xepo}r').  DTo 6bm

nouTu  noc"oBHblp"I nepeBoA  cTaTbva  B. B. tlythKo  
"PyccKlifi

 poMaH  M  ero  3HaueH-

He  (OKoHHaH}Ie)" (1885).
    CaPaHOSI OMYPO  (nCeBJIOHHM fi3alCM CMHCHPO)  TO)ICe  nePeBeJI  OTPblBOK  M3

"CHa
 06JIorvroBa" "on  3ar"aBHeM  

"AeTcTBo
 06noMoBa" ("06.vpoyMocPy Ho  elz3H")

H  ony6maKoBaJI  nepeBoll  B  1894 ro,qy.  AAaHTa!sHeth K filloHcKvaM  yc,ffoBHma 
"06bi-

KHoBeHHoth  Hc'rop"H"  }I 
"CHa

 06AoiaoBa'' fiBJIfleTcfi ero  porv{aH 
">KM3Hb

 o6blK-

HoBemlovO  
tlenoBeKa"

 ("UyypsfiIL3vaH Ho  "cce",  1897).

    B  1917 roAy  SIMaHoyTH Xocyi<e BllepBNe  cJEenaJi  "o"Hb!i-l riepeBoA  
"06JoMo-

Ba",  KOTOpblti  B  To  BpeMfi  Honb3oBaJIcA  6o"buJoll fionynfipHocTblo  M  HpoM3Ben

CHnhHOe  BfiegaT,TIeHHe  lla finOIICI<MX HHTaTeJIeti.  "MallOYTH nPOBen  TaK>Ke  na-

pa;Tnenb Me)KJIy  roHHapoBblM  H  TypreHeBblM  B  
"iglcTopHH

 pyccKova JtMTepaTypH"

("PocHa 6yHraKycH", 1927) H yKa3an  Ha  oppoMHyio  crroco6HocTb  i{ czHTe3y  ne-

PBoro B 
"Pyccl<oti

 JIllTepaType.  Kypc  nelcuMi'I  no  MHpoBoH  JIHTepaType.  T･ 9"

("CsKati 6yHrai<y Ko3a  9. PocHa  6yHrai<y xgH",  1930).

   MHoyg  Mpmypy  nepeBe,n  rrotlTM Bce  rnaBHble  npoM3BeneHvafi  I"oHqaPOBa---
"3armCKM

 o IIya'eulecTBH}I  B  SI[oHHIo", oTpblBKH  }I3 
"OpepaTa

 I'lanJIalla" ("HMxOH
ToKoKH",  1941), "JIHTepaTypHo-KpHTHrJecl<He

 cTaThx",  conepH{amHe  
"M?msOH

 Te-

P3aHm"I", 
"3aMeTKH

 o  ;IHHHocTH  BeJIv{HcKoro" H  
"JIygule

 Ho3AHo,  gema  HMKOrAa"

("6yHrgg xepoiic}o",  1948), "06pbiB"
 (1949--52), 

"06bll{HoBeHHyn
 HcTopHio"  (1952

-53)
 H  

"06"oMoBa"
 (l959). BMecTe  c TeM  lilHoys B cBoxx  KotscMeHTapxAx  K  ne-

PeBOIIaM fi03HaKOMH,il  finOHCKHX  ilHTaTeJIeca  C  VICCnenOBaHHeM  A. r. I-gethTJ]HHa
"Ixl.

 A. I"oiigapoB'' (1950).
   KPOMe  9TXX  ilPOH3BeneHHfi  llePeBeAeHbl  Tal<>Ke  Ha  HnOHCI<lig  A3hlK  

"flPeB-

paTHocTh  eyJLb6bi"  (1919, nep.  HauyMs  MHTHo),  
"C,nyrn

 cTapopo  Beica"  (1925,
llep･ Ybeisna KaH)  x  T. n.

   I'IePeBeAellbl TaK}ice  HecKenbKo  ,llHTepaTypHo-KpliTHqecKMx  cTaTeit  o  rOHga-

poBe. I.i3 HHx  cTaTb"  H.A.  no6pon}o6oBa 
"tlTo

 TaKee  o6noMoBmvaHa?"  JLo cxx

nOP  3aHnMae'r  maBHoe  MeeTo  B Halllei;I  olleHKe  llHca'reutsl.

   B 3aK;I}ogeHvae  Mbl  3aMeTHM,  gTo  npoHxKHoBeHIfie  roHHaPoEa  B  SIrroHH}o Ha-

-aliOCb  B KoHqe  80-x  rolLoB  npOmJIoFo  BeKa,  B HallaJe  20-ro Bel{a  MIITepec  K

npoH3BeAeHufiM  HHcaTenfi  cTan  pacTM H  nocTMr  cBoero  arrorefi  B  10-x ronax,  -T.  e.

flouTH  TaK>Ke,  KaK  sTo  6bmo c npolleccoM  npoHm<HoBeHzH  B SIrloHmo H  1[PyrHx

fiHcaTene"  H  upoyl3neAeHMil  pyccKota "MTepaTypbl.  A  oco6eHHocTb  npHxona  I"oH-

UaPOBa  I< flIIOHCKOMY  qMTaTeJIIO  Mbl BHAHM  B  TOM,  tlTO  Ha  nePBOM  M{e  OTaHe

UHTaTeJIb  n03HaKOMHnCA  C HHM  He  gePe3  nePeBOJLbl  C  H3EilKOB-nOCPellHHI{OB,  KaK

ILpyrHe  pyccKHe nHcaTenH,  a r"aBHblM  o6pa3oM  gepe3  nepeBoAhl  c noll,nHHHMKoB

Tai<Hx  BoCnMTaHHHKoB  ToKMBcKOro  MHcTHTy'ra  I{HocTpaHHblx  fi3bll<oB (Tol{Ho ra-

thKoKyro raKKo),  KaK  OyTa6aTsva x  Carallofi.
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